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な
ぜ
今
、
建
設
す
る
の
？

　
　
　

　
　
　

現
本
庁
舎
は
、
平
成
15
年
の

　
　
　

耐
震
１
次
診
断
で
、「
大
地

震
に
よ
り
倒
壊
又
は
崩
壊
す
る
危
険

性
が
高
い
」
と
診
断
さ
れ
て
お
り
、

渋
木
断
層
や
直
下
型
地
震
に
よ
り
、

市
役
所
周
辺
で
は
最
大
震
度
６
強
の

揺
れ
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
防
災
拠

点
と
し
て
の
庁
舎
の
重
要
性
や
、
災

害
時
に
お
い
て
も
市
役
所
機
能
を
維

持
す
る
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識

さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
庁

舎
の
老
朽
化
や
合
併
に
伴
い
内
部
の

ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
な
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
便
を
か
け
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
新
庁
舎
建
設
は

喫
緊
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
は
、「
合
併

特
例
債
」
を
活
用
で
き
る
今
が
、
市

と
し
て
最
も
財
政
負
担
が
少
な
く
、

今
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た

と
き
の
負
担
を
極
力
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
最
も
適
し
た
時
期
と

言
え
ま
す
。

　

現
本
庁
舎
は
、
建
築
か
ら
50
年
以
上
が
経
過
し
、
著
し
い
施
設

の
老
朽
化
、
内
部
の
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
な
っ
た
こ
と
や
行
政
機
能

が
分
散
化
し
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
災
害
発
生
時
の
庁
舎
機
能
に
は
大
き
な
不
安
が
あ
り
、
市

民
生
活
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
災
害
対
策
拠
点
施
設
と
し

て
整
備
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
新
庁
舎

を
建
設
し
ま
す
。

基
本
方
針

①
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
庁
舎

 
・
防
災
機
能
の
確
保

　

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
発
生

　

時
に
、
人
命
救
助
・
復
旧
作
業
の

　

指
示
、
情
報
収
集
な
ど
を
行
う
拠

　

点
と
し
、
津
波
時
に
は
一
時
的
な

　

避
難
場
所
と
し
て
活
用

②
利
用
し
や
す
く
親
し
み
の
あ
る
庁
舎

 

・
長
門
市
ら
し
さ
の
発
信

　

長
門
市
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
、
周

　

辺
の
景
観
に
調
和
す
る
「
ま
ち
づ

　

く
り
」
の
拠
点
と
し
て
整
備

 

・
機
能
的
で
効
率
的
な
構
造
と
空
間

　

各
課
の
壁
を
設
け
ず
、
見
通
し
を

　

良
く
す
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を

　

採
用

 

・
木
材
利
用
の
推
進

　

壁
な
ど
に
木
材
を
利
用
し
、
内
装

　

の
木
質
化
を
推
進

③
人
に
や
さ
し
い
庁
舎

 

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮

　

多
目
的
ト
イ
レ
や
通
路
ス
ペ
ー
ス

　

の
確
保
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　

に
配
慮

 

・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

利
用
者
が
多
い
窓
口
関
係
部
門
を

　

集
約
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

　

し
た
相
談
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

 

・
市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
充
実

　

ロ
ビ
ー
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　

な
ど
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

④
Ｉ
Ｔ
化
へ
対
応
し
た
庁
舎

 

・
Ｉ
Ｔ
技
術
の
有
効
活
用

▲加藤庁舎整備検討委員長が大西市長へ基本構想を手渡す

　
　
　

長
門
市
の
財
政
は

             

大
丈
夫
な
の
？

　
　
　

新
庁
舎
建
設
の
事
業
費
は
、

　
　
　

合
併
特
例
債
や
庁
舎
建
設
基

金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
健
全
な
財

政
運
営
を
維
持
で
き
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
は
、
合
併
し
た
自
治

体
が
「
新
市
建
設
計
画
」
に
基
づ
い

て
借
り
入
れ
る
地
方
債
で
、
本
市
で

は
平
成
31
年
度
ま
で
の
期
間
に
限
り

活
用
で
き
ま
す
。
元
金
と
利
子
を
あ

わ
せ
た
償
還
額
の
70
％
が
交
付
税
措

置
さ
れ
、
国
か
ら
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
実
質
的
な
市

の
負
担
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

事
業
費
は
ど
の
く
ら
い　

　
　

   

か
か
る
の
？

　
　
　

庁
舎
建
設
基
本
構
想
で
は
、

　
　
　

40
億
円
を
想
定
事
業
費
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
来
庁
者

用
の
駐
車
場
の
整
備
や
現
庁
舎
の
解

体
や
設
計
調
査
費
用
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
事
業
費
が
過
大
な
も
の

と
な
ら
ず
、
市
民
負
担
と
な
る
維
持

管
理
経
費
な
ど
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

を
縮
減
で
き
る
よ
う
に
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
　
　

新
庁
舎
の
位
置
と

             

規
模
は
ど
う
な
る
の
？

　
　
　

現
本
庁
舎
付
近
は
行
政
機
関

　
　
　

が
集
ま
っ
て
い
る
場
所
で
、

今
後
も
行
政
拠
点
と
し
て
継
続
し
市

民
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
現
本
庁

舎
南
側
駐
車
場
に
建
設
し
ま
す
。

　

規
模
に
つ
い
て
は
、
基
本
構
想
に

お
い
て
７
、７
０
０
㎡
程
度
必
要
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な

規
模
は
、
今
後
の
設
計
業
務
に
お
い

て
検
証
し
ま
す
。

　
　

  

現
本
庁
舎
の
耐
震

　
　
　

補
強
は
で
き
な
い
の
？

　
　
　

現
本
庁
舎
は
、
平
成
15
年
に  

　
　
　

実
施
し
た
耐
震
診
断
で
は
耐

震
性
は
極
め
て
低
い
状
況
に
あ
り
、

仮
に
耐
震
補
強
を
行
っ
て
も
耐
用
年

数
を
延
ば
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
耐
震
補
強
工
事
を
す
れ
ば

多
大
な
工
事
費
が
生
じ
ま
す
の
で
、

か
え
っ
て
将
来
的
な
費
用
負
担
が
増

加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

▲現本庁舎の壁には亀裂も見られる

　

平
成
26
年
11
月
か
ら
、
長
門
市
庁

舎
整
備
検
討
委
員
会
で
協
議
・
検
討

を
重
ね
、
平
成
27
年
４
月
、
庁
舎
建

設
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
や
方
針

な
ど
を
示
し
た
「
長
門
市
庁
舎
建
設

基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
構
想
の
概
要

新
庁
舎
建
設
Ｑ
＆
Ａ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ

▲現本庁舎 1階の狭くなった通路

平成 21年 ３ 月 長門市公共施設耐震化促進計画を策定、本庁舎の改築が必
要とした

平成 21 年 11月
～平成 24 年１月

長門市庁舎改築検討委員会設置、本庁舎のあり方を議論し
た結果、南側駐車場での建替検討を報告

平成 25 年 ９ 月
長門市市有施設耐震化整備方針を策定、防災拠点として早
急な整備のため、合併特例債適用期限（平成 31 年度）ま
での完成を目指すこととした

平成 26 年 ３ 月 新市建設計画に本庁舎改築事業を追加
平成 26 年 ８ 月 「庁舎改築検討報告書」を作成

平成 26 年 11月 長門市庁舎整備検討委員会を設置、「長門市庁舎建設基本
構想」の策定に着手

平成 27 年 ４ 月 「長門市庁舎建設基本構想」策定

■これまでの協議・検討の流れ

平成 27 年度

平成 28 年度

平成 31 年度

平成 30 年度

平成 29 年度

基本計画

0 10 20 30 40（億円）0 10 20 30 40

概　算
事業費

財　源
内　訳

設計監理費
1.2 億円

庁舎解体費
1.6 億円

外構工事費
1.5 億円

その他
4.3 億円

合併特例債   28 億円

交付税措置  19.6 億円 市負担
8.4 億円

庁舎建設基金
10億円 一般財源

2億円

（億円）

建築費   31.4 億円

■概算事業費・財源の内訳

■今後のスケジュール

■
総
務
課
庁
舎
建
設
準
備
室
　
℡
23
‐
１
１
９
７

基本・実施設計

建設工事

供用開始・現本庁舎解体工事

　

将
来
的
な
情
報
通
信
技
術
の
進
展

　

に
対
応
し
た
設
備
を
推
進

⑤
環
境
配
慮
型
庁
舎

 

・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
縮
減

　

太
陽
光
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　

有
効
活
用
や
、
省
資
源
化
を
積
極

　

的
に
図
り
環
境
対
策
に
配
慮

※
基
本
構
想
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
公
開
し
て
い
ま
す

基
本
理
念　

市
民
（
み
ん
な
）
の
「
安
全
・
安
心
」

の
拠
点
と
し
て
、
利
用
し
や
す
く
親

し
み
の
あ
る
庁
舎

市
民
の
安
全

市
民
の
安
全
・
安
心
の
拠
点
と
し
て

新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
、
皆
さ
ん

新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
疑
問
に
答
え
ま
す

み  
ん  

な

み  
ん  

な


